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組織目標ごとの達成状況 

Ⅰ．適正で合理的な公共事業推進のため、審査、検査及び監察を通して公共工事のコスト構造の改

善と品質確保及び現場の安全管理を推進するとともに、建設系技術職員の研修や、技術的な指

導・助言を実施します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設系技術職員の人材育成については、技術職員研修計画に基づき、監督職員や主任監督

職員研修の外、測量実務や労働安全衛生に関する専門研修を開催するとともに、ＯＢ職員に

よる技術継承研修を実施し、職員の意識改革と技術力向上を図りました。 
コスト構造改善業務の推進については、コスト構造改善マネジメント指針に基づき、研修

会や公共工事に関する最新の情報提供を通して、職員の i－Construction 等に関する知識向

上に加え、現場の働き方改革について、周知啓発を図りました。 
また、第 7 回目となる技術研究発表会を実施し、職員の技術力及びプレゼンテーション能

力の向上に取り組みました。 
工事現場の適正な施工体制の確保については、パトロールを通じ監督職員及び受注者に対

して指導、助言を行い、適正な施工体制を確保するよう促しました。 
さらに、工事監察実地研修を行い、適正な施工体制の理解や意識を高めることに取り組み

ました。 
 

計画的で効果的な行政運営を目指す中、職員の技術水準の向上と技術継承を図るため、研

修計画に基づいた研修や最新技術等の情報提供を行いました。また、コスト構造改善や現場

の安全管理を推進し、適正な公共工事の執行及び品質確保のため、設計時における審査、施

工中及び履行時における監察及び検査を行いました。さらに、適正な公金管理と出納に関す

る厳密な審査を行いました。 

具体的には、工事のコスト構造改善のみならず、技術的な創意工夫の取組も対象とした技

術研究発表会の開催や、各種の職員研修等を行いました。また、適正な施工体制の確保のた

め、工事監察パトロールや監督職員等に工事監察実地研修を実施しました。 

さらに、適正な会計事務の執行を確保するため、会計事務についての研修や適正な経理手

順の周知、指導等を実施し、職員の資質向上に努めました。 

今後も、事務事業執行部門から独立したチェック機能を持つ部として、工事管理において

は、適切な公共施設の建設･改修のため、設計から履行までの審査、監察及び検査を行いま

す。また、会計管理においては、適正な会計事務処理の徹底を図っていきます。 



Ⅱ．適正な会計事務を継続的に確保していくため、職員の実務能力の向上を図るとともに、公金の

安全かつ効率的な運用に努めます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

法令・規則に基づく収入・支払事務等が適正に行われるよう、職員を対象に会計事務研修

会を開催し、会計事務能力のスキルアップを図りました。 

また、定期監査後の処理手順を見直すなどチェック体制の強化を図り、適正な会計事務の

執行に努めました。 

公金管理においては、日々の収入・支出見込みを正確に把握し、細心の注意を払い資金管

理を行うとともに、安全かつ確実な方法できめ細やかに運用しました。 



Ⅰ．適正で合理的な公共事業推進のため、審査、検査及び監察を通して公共工事のコスト

構造の改善と品質確保及び現場の安全管理を推進するとともに、建設系技術職員の研

修や、技術的な指導・助言を実施します 

１ 建設系技術職員の人材育成 

達

成

度 

 

実   行   内   容 

目 

標 

技術職員研修計画に基づき、建設系技術職員に求められる基礎技術や現場における安全管理及び指
導力の向上を目指すため、監督職員や主任監督職員向けの研修を実施します。 

また、最新技術等の情報提供や工事監察、完成検査及び会計実地検査などの結果を反映させる等、
研修内容を充実させ、職員の意識改革と技術力向上を図ります。 

さらに、技術の継承を着実に推進するとともに公共事業の円滑かつ適正な執行を支援するため、福
井市技術研修センター職員による工事監督補助事業や、学識経験者等の専門家を現場に派遣する技術
アドバイザー事業を実施します。 

取 

組 

内 

容 

○新採用職員研修[前期]（工事設計、施工管理）            ： 5月15日(参加者 5名) 
○   〃   [後期]（電子納品、工事検査）            ：11月14日(参加者 5名) 
○検査職員研修（検査実務）                     ： 6月21日(参加者11名) 
○工事監督職員研修（設計・積算、施工管理、検査）          ： 7月31日(参加者77名) 
○主任監督職員研修（苦情対応、入札・支払事務）           ： 8月21日(参加者64名) 
○ソフト実務研修 ：[積算]5月15日(参加者6名) 
○   〃  ：[ＣＡＤ入門] (土木) 5月21日(参加者5名)、(建築) 7月24日(参加者1名) 
○   〃  ：[ＣＡＤｽｷﾙｱｯﾌﾟ] 8月 6日(参加者5名) 
○   〃  ：[電子納品入門] 5月29日(参加者7名)  [電子納品ｽｷﾙｱｯﾌﾟ] 8月 6日(参加者4名) 
○   〃  ：［情報共有システム］7月23、25、26日(参加者50名） 
○専門研修（測量実務）                       ： 7月10日(参加者 5名) 
○専門研修（現場の安全対策）                    ：10月16日(参加者43名) 
○技術職員基礎研修（建設関係法令及び実施計画）           ：11月20日(参加者53名) 
○災害対応研修（熊本地震復興報告(室野主査、森本技師)、最新技術紹介）：12月17日(参加者39名) 
○技術継承研修（土木）「道路、下水で王冠マーク級と自己評価できること」    ：12月11日 

［講師］松井 俊宣氏（元 工事検査課長）            （参加者17名） 
○ 〃 （建築）「福井駅周辺のまちづくり 公共交通網とにぎわい交流拠点の形成」 ：12月11日 

［講師］堀内 正人氏（元 都市戦略部長）            （参加者44名） 
○ 〃 （設備）「土木分野での数々の体験談」                  ：12月10日 

［講師］田邉 泰一氏（元 企業局次長）             （参加者17名） 

数    値    指    標 

目     標 結 果 ・ 成 果 

新採用職員研修（工事設計、施工管理）：2回（前期、後期） 
検査職員研修（検査実務、委託検査官向け）  ： 1回 
技術職員基礎研修（建設関係法令及び実施計画） ： 1回 
主任監督職員研修（苦情対応、入札・支払事務） ： 1回 
工事監督職員研修（設計・積算、施工管理、検査）： 1回 
ソフト実務研修 
（積算、ＣＡＤ、電子納品、情報共有システム）： 6回 
災害対応研修（被災地復興報告、災害査定関係）： 1回 
技術継承研修（土木、建築、設備）      ： 3回 
専門研修（測量実務、現場の安全対策）    ： 2回 

上記研修に対する理解度     ： 90.0％以上 

新採用職員研修(工事設計、施工管理)：2回(前期、後期) 
検査職員研修(検査実務、委託検査官向け)   ：1回 
技術職員基礎研修(建設関係法令及び実施計画) ：1回 
主任監督職員研修(苦情対応、入札・支払事務) ：1回 
工事監督職員研修(設計・積算、施工管理、検査)：1回 
ソフト実務研修 
(積算、ＣＡＤ、電子納品、情報共有システム) ：6回 
災害対応研修(被災地復興報告、最新技術紹介) ：1回 
技術継承研修(土木、建築、設備)       ：3回 
専門研修(測量実務、現場の安全対策)     ：2回 

上記研修に対する理解度          ：96.2％ 

成 

果 

・ 

課 

題 

年間の研修計画 18 回を開催し、延べ 458 人の参加者がありました。研修に対する理解度は、96.2％
であり、目標は達成されました。今年度も、職員研修により、技術の習得及びノウハウの継承を図る
とともに、現場の安全対策の啓発、災害への対応など、通常業務では経験できない分野についての研
修を行い、技術職員に必要なスキルを習得することができました。特に、「災害対応研修」において
は、災害現場におけるＩＣＴ技術活用について最新技術の紹介があり、災害現場での業務を効率化で
きることを学びました。 

しかし、今年度は工事監査で指摘や本市発注工事の事故等が発生したことから、これらを糧にすべ

く、来年度より研修で取り上げ、法令の遵守や事故防止に努めるとともに、技術職員の一層の能力向

上、意識改革、技術継承の推進を図っていきます。 

 



２ コスト構造改善業務の推進 

達

成

度 

 

実   行   内   容 

目 

標 

コスト構造改善マネジメント指針に基づき、コスト構造の改善と品質確保の取組を継続するととも

に、担い手確保やインフラ老朽化対策、建設現場の生産性向上を加えた施策の実施について、研修会

等を通じて監督職員に周知・啓発を図ります。 

また、公共工事等技術研究発表会の開催を通じ、技術力、プレゼンテーション能力の向上に繋げる

ことで、職員の資質向上を図ります。 

さらに、国が進める i-Construction 及び建設業における働き方改革について、発注者の立場から、

積極的な情報収集に努め、推進します。 

取 

組 

内 

容 

○コスト構造改善専門部会研修の開催 

・ 4 月 24 日 第 1 回福井市工事コスト構造改善推進専門部会の開催 （参加者 18 名） 

平成 30 年度の実績報告及びコスト構造改善マネジメント指針の説明 

・10 月 21 日 第 2 回福井市工事コスト構造改善推進専門部会の開催 （参加者 13 名） 

令和元年度の中間報告及び第 2 回目研修 

・ 2 月 14 日 第 3 回福井市工事コスト構造改善推進専門部会の開催 （参加者 18 名） 

コスト構造改善施策や働き方改革に係る施策等に関する研修 

○国土交通省出前講座を活用した研修の開催 

・ 6 月 3 日 公共事業コスト構造改善研修会 （参加者 46 名） 

講演  『i-Construction（ICT 建設機械による情報化施工）の活用事例』 

講師  国土交通省 近畿地方整備局 企画部 建設専門官  武本 昌仁 氏 

○公共工事等技術研究発表会の開催 

・10 月 28 日 公共工事等技術研究発表会 （参加者 77 名（発表者 23 名、聴講者 54 名） 

各所属のコスト構造改善等の技術的な創意工夫の取組事例発表 

7 課 9 事例の発表 

○コスト構造改善に関する相談、指導 

 ・設計審査等（312 件） 

数    値    指    標 

目     標 結 果 ・ 成 果 

コスト構造改善専門部会研修の開催

（i-Construction、働き方改革含む） ： 3 回 

国土交通省出前講座を活用した研修の開催 

： 1 回 

公共工事等技術研究発表会の開催 ： 1 回 

コスト構造改善に関する相談、指導 ： 随時 

コスト構造改善専門部会研修の開催

（i-Construction、働き方改革含む）  ： 3 回 

国土交通省出前講座を活用した研修の開催 

                   ： 1 回 

公共工事等技術研究発表会の開催    ： 1 回 

コスト構造改善に関する相談、指導：312 件 

成 

果 

・ 

課 

題 

コスト構造改善専門部会研修を 3 回開催し、コスト構造改善マネジメント指針の内容、改正品確

法に係る施策、及び i-Construction を含む働き方改革の周知・啓発を図りました。 

また、国土交通省の出前講座を活用した研修では、i-Construction の国における活用事例の紹介

があり、今後の発注工事への展開に繋がる講習となりました。 

平成 25 年度から通算して 7 回目となる公共工事等技術研究発表会を開催しました。その結果、7

課から 9 事例の発表があり、職員の技術力、プレゼンテーション力の向上に繋がりました。審査員

からは、もっと職員オリジナルの提案があるとよかった、新しい取組をもっと積極的にといった意見

もあったことから、今後の研修の題材等に活かしていきます。 

コスト構造改善マネジメント指針は、策定後 3 年を経過する中、今年度も職員研修等により課題

の理解を深め、設計審査等により技術的な指導を継続し、生産性向上と財政再建計画を踏まえたコス

ト縮減を図ってきました。 

今後とも、コスト構造の改善と品質確保に取り組んでいくため、技術職員が一丸となって、知恵を

絞りながらコスト縮減に取り組むとともに、新技術や国の政策等にも注視していきます。 

 

 

 



３ 工事現場の適正な施工体制の確保 

達

成

度 

 

実   行   内   容 

目 

標 

公共工事の品質を確保するため、工事監察として工事現場における適正な技術者の配置や下請負の

状況等を確認し、その結果を周知すると共に改善すべき事項については、監督職員等に対して指導、

助言し是正を求めます。 

また、工事監察を通して適正な施工体制の理解を図るため、監督職員等への工事監察実地研修を実

施します。 

取 

組 

内 

容 

 
○工事監察の実施 

各工事監察直後に監察結果や指摘事項に対する原因や改善策を技術インフォメーション掲載(6 回) 

 

○工事監察実地研修の実施・参加率 

 実施日 第 1 回  8 月 9 日   参加者 26 名 

     第 2 回 10 月 9 日、15 日  参加者 67 名  計 93 名 

 
 

回 数 強化期間 実施日 工事監察 [指摘](件) 指摘率（％） 

第 1 回 5 /21 ～ 6 / 3 5/31、6/5 14 [0]  0.0 

第 2 回 7 /11 ～ 7 /24 7/24、25 16 [0]  0.0 

第 3 回 8 /14 ～ 8 /27 8/26、28 21 [0]  0.0 

第 4 回 10/18 ～ 10/31 10/30、11/1 23 [0]  0.0 

第 5 回 11/21 ～ 12/ 4 12/3、5 21 [1]  4.8 

第 6 回 1 /20 ～ 2 / 2 1/29、31 20 [0]  0.0 

計   115 [1]  0.9 

部 局 
研修対象 
A（人）  

研修参加 
B（人）  

参加率 
B/A（％） 

監察件数 C 
[指摘件数 D] 

(件)  

指摘率 
D/C(％)  

参考：各部指摘率(％) 

前年度 
実 績 

今年度 
目 標 

都市戦略部 4  4  100.0  4 [0]  0.0 27.3  0.0 

農林水産部 9  6  66.7  7 [0]  0.0 8.3  0.0 

建 設 部 55  45  81.8  41 [0]  0.0 7.1  5.0 

下水道部 19  15  78.9  36 [0]  0.0 4.2  0.0 

企 業 局 26  23  88.5  27 [1]  3.7 14.8  5.0 

計 113  93  82.3  115 [1]  0.9 10.3   

数    値    指    標 

目     標 結 果 ・ 成 果 

工事監察実施回数    ： 6 回 

工事監察実地研修    ： 2 回 

上記研修に対する参加率 ： 60％以上 

工事監察実施回数  ：   6 回 

工事監察実地研修  ：   2 回 

上記研修に対する参加率 ：  82.3％ 

成
果
・
課
題 

工事現場における適正な技術者の配置や下請負の状況等を確認する工事監察を目標とする 6 回実

施しました。また、監督職員等に対し工事監察実地研修を目標の 2 回実施し、参加率は 60％を超え

82.3％となりました。 

結果、工事受注者や監督職員の適正な施工体制に対する理解度が向上し、指摘率は 0.9％で前年度

の 10.3％と比べ減少しました。 

今後も引き続き、公共工事の品質を確保するための工事監察と実地研修を実施します。 

 



Ⅱ．適正な会計事務を継続的に確保していくため、職員の実務能力の向上を図るとともに、

公金の安全かつ効率的な運用に努めます 

４ 適正な会計事務の執行と公金の効率的な運用 

達

成

度 

 

実   行   内   容 

目 

標 

法令・規則に基づく収入・支払事務等が適正に行われるよう、主に未受講の職員を対象に会計事務

研修会を開催し、職員の会計事務能力の向上を図り、チェック機能を強化します。 

また、会計事務の理解を深めるための的確な助言・指導や全庁的な課題への注意喚起を適宜行うと

ともに、会計事務の手引きなどのより一層の充実を図ります。 

さらに、現金や金券等について、関係所属を対象に取扱状況調査、検査及び指導を行うことにより、

現金等の適正な取扱を徹底します。 

金融情勢及び金融機関の経営状況を注視したうえで、日々の収入・支出見込みを正確に把握し、細

心の注意を払い資金管理を行うとともに、安全かつ確実な方法できめ細やかに運用します。 

取 

組 

内 

容 

○会計事務（出納、財政、財産、契約、監査部門）研修会の実施 

 ・5 月 23 日 課長補佐、係長を対象に開催 101 所属/101 名出席 

 ・内容 全庁的課題及び定期監査結果(指摘事項等) 

○適正な経理手順の周知・指導 

 ・9 月  定期監査後の処理手順の見直し 

 ・10 月～定期監査後の対応を新たな処理手順で実施 

○現金等保管状況調査・実地検査の実施 

 ・9 月～10 月 検査対象 36 所属（外、2 小学校・1 中学校・1 こども園） 

 ・2 月  改善が必要な所属について改善状況を確認 

○公金管理運用委員会の開催 

 ・11 月 28 日 金融機関経営状況、資金管理及び運用状況等報告 

数    値    指    標 

目     標 結 果 ・ 成 果 

会計事務研修会の実施       ： 1 回 

上記研修に対する理解度      ： 90％以上 

適正な経理手順の周知・指導    ： 随時 

現金保管状況調査・実地検査の実施 ： 1 回 

公金管理運用委員会の開催     ： 1 回 

会計事務研修会の実施       ： 1 回 

上記研修に対する理解度      ： 90.72％ 

適正な経理手順の周知・指導    ： 随時 

現金保管状況調査・実地検査の実施 ： 1 回 

公金管理運用委員会の開催     ： 1 回 

成 

果 

・ 

課 

題 

適正な会計事務の確保については、留意点にポイントを絞った会計事務研修会の開催及び受講者に

よる職場内研修会の実施により、全職員のスキルアップを図りました。 

 また、定期監査後の処理手順を見直すなどチェック体制の強化を図ったことにより、会計事務上の

ミスの未然防止につながっています。引き続き適正な会計事務を執行するため、支援及び指導を行っ

ていきます。 

 公金管理においては、日々の収入・支出見込みを正確に把握することに加え、年間の資金の流れを

加味することで精度を高め、さらに、年度末の資金調整について関係所属と情報を共有し、安全で確

実な資金管理に努めました。 

 今後も適正な会計事務を継続的に確保するため、職員の支援指導を行うとともに、安全で効率的な

資金管理に努めます。 

  

 

 

 

 

 


